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海洋科学科４月期キャリアトライアル

ことばの力」トライアル 
坂本 志郎＞ 

今回の集中実習は、本当に情けなさでいっぱいだった

実習の前日はそれほど体調も悪くなく、海の状態

当日になってみると、２年の乗船実習のときよりも

漁獲物の選別をする際、途中で投げ出してしまった

れは自分のことなので無性に腹が立った。しばらく

いがなくなり、そこからはこれまでの分を取り返そうと

 

船酔いとの戦いはまだ続くが、少し克服できたような

 

永濵 千春＞ 

今回の実習は船酔いすることなく、操舵、ワッチ

グもしっかりすることができた。 

特に操舵やワッチは一番頑張ったと思う。私が

単純な操船方法だったが、船員さんのアドバイスを

できたと思う。操船が終わった後は時間が空いたので

の説明を教えていただいたり、積極的に質問することができた

を目指しているので、エンジンルームも見たいという

船が停まっているときにお願いしてみようと思

底曳網を揚げると、これまでに見たことがないほどの

漁獲されていた。２年生のときの底曳網では小型魚

でもこんなに大きな魚が獲れるのかと感動した

今後は「かいよう」や「むそう」に乗船する実習

いしないよう、しっかりと対策を行い、有意義な実習

中原 大佑＞ 

３年での初実習は、２年の反省をいかして、より

って臨んだつもりだった。 

しかし、最初から集合時間に遅れてしまい、皆

から、乗船してからは人一倍動こうとしていた。実習

と同じだったので、素早く、効率よく作業ができたと

今回最も興味を持ったのは、ホシザメのことである

勝手なイメージで「油っぽく、しつこいのではないか

せてもらうと、白身で味もあっさりしていることに驚

ちると臭いがきつくなるので、サメ肉の流通や加工方法

思った。 
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キャリアトライアル 

けなさでいっぱいだった。 

状態も良いと聞いていた。しか

のときよりも早く船酔いしてしまい、

してしまった。船酔いを恨んだが、そ

しばらく座り込んでいると、突然、酔

そうと思い、一生懸命作業し

できたような気がした。 

ワッチ、漁獲物の選別、パンチン

が操舵を担当したときは、とて

さんのアドバイスを受けて、うまくすることが

いたので、伊藤船長に様々な機

することができた。私は整備

たいという気持ちがあったが、今

思う。 

たことがないほどの大きなマダイやヒラメ

小型魚ばかりだったので、実

。 

実習が増えるが、そのときも船酔

実習を行いたいと思う。 

より充実した実習にしたいと思

皆に迷惑をかけてしまった。だ

実習の手順は、２年の乗船実

ができたと思う。 

ホシザメのことである。サメの肉ということで、

しつこいのではないか」と思っていたが、味見をさ

驚いた。サメの肉は鮮度が落

加工方法について研究してみた


